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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　抗菌剤、エタノール、及び水を含有し、前記抗菌剤が、グアニジン系化合物、及び第４
級アンモニウム（但し、１，４－ビス（３，３’－（１－デシルピリジニウム）メチルオ
キシ）ブタンジブロマイドを除く。）よりなる群から選択される少なくとも１種であるこ
とを特徴とする、肌着の着用直前又は着用時に使用される、肌着用の抗菌スプレー剤組成
物。
【請求項２】
　エタノールの含有量が５～５０重量％である、請求項１に記載の肌着用の抗菌スプレー
剤組成物。
【請求項３】
　前記グアニジン系化合物が、ポリヘキサメチレングアニジン又はその塩である、請求項
１又は２のいずれかに記載の肌着用の抗菌スプレー剤組成物。
【請求項４】
　更に、香料を含む、請求項１～３のいずれかに記載の肌着用の抗菌スプレー剤組成物。
【請求項５】
　更に、消臭剤を含む、請求項１～４のいずれかに記載の肌着用の抗菌スプレー剤組成物
。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、肌着用の抗菌スプレー剤組成物に関する。より具体的には、本発明は、浸透
性と速乾性に優れ、肌着の着用直前又は着用時に使用しても、着用感に悪影響を与えずに
優れた抗菌効果を付与できる肌着用の抗菌スプレー剤組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、国民の健康や衛生に関する意識の高まりに伴い、様々な分野で菌の制御を訴求す
る抗菌製品が、開発、上市されている。衣類の分野でも、衣類に付着した菌の増殖や臭い
の発生を防ぐ目的で、衣類に抗菌剤をコートさせる様々な技術が開発されている。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、家庭用繊維製品の洗濯時又は濯ぎ洗い時にアミノ配糖体抗菌
性物質を添加することにより、家庭用繊維製品に抗菌効果を付与できることが報告されて
いる。また、特許文献２には、第四級アンモニウム塩を０．０１～２．０重量％含有する
仕上げ剤を衣類に浸漬若しくはスプレーし、乾燥することにより、衣類に抗菌効果を付与
できることが開示されている。しかしながら、特許文献１及び２の技術は、衣類の洗濯の
際に洗剤と共に添加したり、洗濯後に仕上げ剤として使用するため、衣類の着用時に簡便
に使用できるものではない。
【０００４】
　一方、従来、衣類の着用時又は着用中に衣類に抗菌効果を簡便に付与する製品として、
抗菌スプレー剤が開発されている。例えば、特許文献３には、ビグアナイド誘導体を含み
、所定の粘度を備える水性組成物からなる抗菌消臭スプレー剤を、衣類等にスプレーする
ことにより、幅広い微生物に対する抗菌効果を付与できることが開示されている。また、
特許文献４には、銀イオン及び／又は銀コロイド粒子を含む銀成分と、尿素等の添着剤と
を含むスプレー用組成物を、衣類等にスプレーすることにより、衣類に消臭、抗菌及び防
黴効果を付与できることが開示されている。
【０００５】
　このような従来の衣類用の抗菌スプレー剤は、スーツ、セーター、マフラー等の衣類の
使用が想定されており、環境中から衣類表面に付着した菌に対して抗菌効果を発揮できる
ように設計されている。また、これらの衣類では、肌と接触することが少ないため、従来
の衣類用の抗菌スプレー剤を使用した後の肌に与える着用感は、設計上考慮されていない
。
【０００６】
　これに対して、肌着用の抗菌スプレー剤は、肌の表面から付着した菌に対して抗菌効果
を発揮できるように設計する必要があり、肌着の表面（肌と接する面と反対側）に対して
噴霧する場合には、肌着の反対側まで浸透する特性（浸透性）が重要になる。また、肌着
は、肌と直接接触するため、抗菌スプレー剤が肌着の裏側にまで浸透した状態のままでは
、着用時に、ベタツキやムレ感等が生じて着用感の低下を招いてしまう。そのため、肌着
用の抗菌スプレー剤には、肌着に噴霧した後には、迅速に乾燥する特性（速乾性）も要求
される。
【０００７】
　このように、肌着用の抗菌スプレー剤には、浸透性、速乾性等の点で、通常の衣類用の
抗菌スプレー剤とは要求性能が異なるため、従来の衣類用の抗菌スプレー剤とは異なる処
方設計が必要とされる。しかしながら、従来、衣類用の抗菌スプレー剤として要求される
性能を満足させるための処方設計については報告されておらず、肌着用に特化した抗菌ス
プレー剤が開発されていないのが現状である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
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【特許文献１】特開平３－１３０４７０号公報
【特許文献２】特開平４－３１６６７６号公報
【特許文献３】特開２０１２－１７１９２６号公報
【特許文献４】特開２００６－２８２６２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、浸透性と速乾性に優れ、肌着の着用直前又は着用時に使用しても、着用感に
悪影響を与えずに優れた抗菌効果を付与できる肌着用の抗菌スプレー剤組成物を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者らは、前記課題を解決すべく鋭意検討したところ、抗菌剤、エタノール、及び
水を組わせて配合した抗菌スプレー剤組成物は、肌着への浸透性が良好であり、肌着に対
して優れた抗菌効果を付与できることを見出した。更に、かかる抗菌スプレー剤組成物は
、優れた速乾性も備えており、肌着を着用直前又は着用時に使用しても、肌着の着用感に
悪影響を与えることなく良好な使用感が得られることを見出した。本発明は、かかる知見
に基づいて更に検討を重ねることにより完成したものである。
【００１１】
　即ち、本発明は、下記に掲げる態様の肌着用の抗菌スプレー剤組成物を提供する。
項１．　抗菌剤、エタノール、及び水を含有することを特徴とする、肌着用の抗菌スプレ
ー剤組成物。
項２．　エタノールの含有量が５～５０重量％である、項１に記載の肌着用の抗菌スプレ
ー剤組成物。
項３．　前記抗菌剤が、グアニジン系化合物、及び第４級アンモニウムよりなる群から選
択される少なくとも１種である、項１又は２に記載の肌着用の抗菌スプレー剤組成物。
項４．　前記抗菌剤が、ポリヘキサメチレングアニジン又はその塩である、項１～３のい
ずれかに記載の肌着用の抗菌スプレー剤組成物。
項５．　更に、香料を含む、項１～４のいずれかに記載の肌着用の抗菌スプレー剤組成物
。
項６．　更に、消臭剤を含む、項１～５のいずれかに記載の肌着用の抗菌スプレー剤組成
物。
項７．　肌着の着用直前又は着用時に使用される、項１～６のいずれかに記載の肌着用の
抗菌スプレー剤組成物。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の肌着用の抗菌スプレー剤組成物は、浸透性に優れており、肌着の表面（肌と接
する面と反対側）に対して噴霧しても、裏面まで浸透し、肌から肌着に付着する菌に対し
て抗菌作用を発揮でき、肌着の裏面で発生する菌の増殖や悪臭を抑制することができる。
また、本発明の肌着用の抗菌スプレー剤組成物は、速乾性も備えており、肌着を着用する
際に使用しても、肌へのベタツキやムレ感が生じるのを抑制できるので、肌着の着用感を
損なうことなく、良好な使用感を得ることができる。更に、本発明の肌着用の抗菌スプレ
ー剤組成物は、肌から汗や皮脂が肌着に移行しても、優れた抗菌効果を維持できるので、
日常生活における衛生的な衣生活環境を創出するこができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】試験例１において、実施例１の抗菌溶液を滴下して乾燥させた綿布を体表面に８
時間接触させた後に抗菌効果を評価した結果を示す図である。
【図２】試験例２において、実施例１の抗菌溶液を滴下して乾燥させた綿布を体表面に接
触させて、経時的に抗菌効果を評価した結果を示す図である。
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【図３】試験例４において、実施例１～４の抗菌溶液の速乾性を評価した結果を示す図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明の抗菌スプレー剤組成物は、肌着に抗菌効果を付与するためにスプレー形態で使
用されるものであって、抗菌剤、エタノール、及び水を含有することを特徴とする。以下
、本発明の抗菌スプレー剤組成物について詳述する。
【００１５】
抗菌剤
　本発明の抗菌スプレー剤組成物に含まれる抗菌剤の種類については、肌着を形成してい
る繊維上で抗菌作用を発揮できるものであることを限度として、特に制限されない。なお
、本発明において、抗菌剤とは、菌を減らす作用を示す化合物又は物質を意味し、除菌剤
、殺菌剤、消毒剤等も包含する概念である。
【００１６】
　本発明で使用される抗菌剤としては、例えば、グアニジン系化合物、第４級アンモニウ
ム、ベンゾイソチアゾリン系化合物、ピリジン系化合物、Ｎ－長鎖アシル塩基性アミノ酸
、アルコール、ヨウ素系化合物、金属イオン、金属微粒子、亜鉛塩、天然由来物質等が挙
げられる。
【００１７】
　前記グアニジン系化合物とは、グアニジン２分子が窒素原子２個を共有して連なった構
造の化合物であり、具体的には、ポリヘキサメチレングアニジン（ポリアミノプロピルビ
グアナイド）及びその塩、クロルヘキシジン及びその塩等が挙げられる。ポリヘキサメチ
レングアニジンの塩としては、例えば、リン酸塩、塩化物塩等、好ましくはリン酸塩が挙
げられる。クロルヘキシジンの塩としては、例えば、グルコン酸塩、塩酸塩、酢酸塩等が
挙げられる。これらのグアニジン系化合物の中でも、好ましくはポリヘキサメチレングア
ニジン及びその塩、更に好ましくはポリヘキサメチレングアニジンリン酸塩が挙げられる
。これらのグアニジン系化合物は、１種単独で使用してもよく、また２種以上を組み合わ
せて使用してもよい。
【００１８】
　なお、ポリヘキサメチレングアニジンリン酸塩の好適な一例として、下記一般式（１）
で示される化合物が例示される。

[一般式（１）中、ｍ＋ｎは３～１２であり、且つｍ／ｎは1～２である。]
【００１９】
　前記第４級アンモニウムとしては、具体的には、モノアルキル（炭素数８～１８）トリ
メチルアンモニウム塩、ジアルキル（炭素数４～１０）ジメチルアンモニウム塩、アルキ
ル（炭素数８～１８）ベンジルジメチルアンモニウム塩、アルキル（炭素数８～１８）ピ
リジニウム塩、ベンゼトニウム塩等が挙げられる。これらの第４級アンモニウムがとり得
る塩の形態としては、例えば、塩化物塩、臭化物塩、ヨウ化物塩等のハロゲン化物塩、好
ましくは塩化物塩が挙げられる。これらの第４級アンモニウムは、１種単独で使用しても
よく、また２種以上を組み合わせて使用してもよい。
【００２０】
　前記ベンゾチアゾリン系化合物とは、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン骨格を
有する化合物であり、具体的には、１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン、Ｎ－ｎ－
ブチル－１，２－ベンゾイソチアゾリン－３－オン等が挙げられる。これらのベンゾチア
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ゾリン系化合物は、１種単独で使用してもよく、また２種以上を組み合わせて使用しても
よい。
【００２１】
　前記ピリジン系化合物とは、ピリジン骨格を有する化合物であり、具体的には、ピリチ
オン、ピリチオン金属塩（ナトリウム、カリウム等のアルカリ金属塩；亜鉛、銅等の２価
の金属塩等）、１－アルキルピリジニウム塩（塩化物塩、臭化物塩、ヨウ化物塩等のハロ
ゲン化物塩等）等が挙げられる。これらのピリジン系化合物は、１種単独で使用してもよ
く、また２種以上を組み合わせて使用してもよい。
【００２２】
　前記Ｎ－長鎖アシル塩基性アミノ酸としては、具体的には、Ｎ－カプロイル－Ｌ－アル
ギニンメチルエステル塩酸塩、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－アルギニンエチルエステル－ＤＬ－
ピロリドンカルボン酸塩、Ｎ－パルミトイル－Ｌ－アルギニンエチルエステル塩酸塩、Ｎ
－カプロイル－Ｌ－リジンメチルエステル塩酸塩、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－リジンエチルエ
ステル－ＤＬ－ピロリドンカルボン酸塩、Ｎ－ミリストイル－Ｌ－リジンプロピルエステ
ル塩酸塩、Ｎ－ステアロイル－Ｌ－ヒスチジンメチルエステル塩酸塩、Ｎ－オレオイル－
Ｌ－ヒスチジンエチルエステル－ＤＬ－ピロリドンカルボン酸塩等が挙げられる。これら
のＮ－長鎖アシル塩基性アミノ酸は、１種単独で使用してもよく、また２種以上を組み合
わせて使用してもよい。
【００２３】
　前記アルコールとしては、具体的には、ヒノキチオール等が挙げられる。
【００２４】
　前記ヨウ素系化合物とは、少なくとも１つの炭素－ヨウ素結合を有する化合物であり、
具体的には、１－［［（３－ヨード－２－プロピニル）オキシ］メトキシ］－４－メトキ
シベンゼン、３－ブロモ－２，３－ジヨード－２－プロペニルエチルカーボネート、４－
クロルフェニル－３－ヨードプロパルギルホルマール、１－［（ジヨードメチル）スルホ
ニル〕－４－メチルベンゼン、２，４，５－トリクロロフェニルヨードプロパルギルエー
テル、２，３，３－トリヨードアリルアルコール、１－ブロム－３－エトキシカルボニル
オキシ－１，２－ジヨード－１－プロペン、フェニル－１１－ヨード－１０－ウンデセノ
エート、ジヨードメチル－ｐ－トリルスルホン等が挙げられる。これらのヨウ素系化合物
は、１種単独で使用してもよく、また２種以上を組み合わせて使用してもよい。
【００２５】
　前記金属イオンとしては、具体的には、銀イオン、亜鉛イオン、銅イオン等が挙げられ
る。これらの金属イオンは、ゼオライト等に担持されているものであってもよい。これら
の金属イオンは、１種単独で使用してもよく、また２種以上を組み合わせて使用してもよ
い。
【００２６】
　前記金属ナノ粒子としては、具体的には、銀ナノ粒子、金ナノ粒子等の金属ナノ粒子
除菌剤等が挙げられる。これらの金属ナノ粒子は、１種単独で使用してもよく、また２種
以上を組み合わせて使用してもよい。
【００２７】
　前記亜鉛塩としては、具体的には、グルコン酸亜鉛、硫酸亜鉛、塩化亜鉛等が挙げられ
る。これらの亜鉛塩は、１種単独で使用してもよく、また２種以上を組み合わせて使用し
てもよい。
【００２８】
　前記天然由来質としては、具体的には、緑茶抽出物、わさび抽出物、からし抽出物、フ
ラボノイド、カテキン、フィトンチッド、木酢液、ヨード等が挙げられる。これらの天然
由来質は、１種単独で使用してもよく、また２種以上を組み合わせて使用してもよい。
【００２９】
　これらの抗菌剤の中でも、肌着を形成する繊維上での抗菌効果、汗や皮脂が混在下での
抗菌効果等をより一層有効に発揮させるという観点から、好ましくはグアニジン系化合物



(6) JP 6262434 B2 2018.1.17

10

20

30

40

50

、第４級アンモニウム、更に好ましくはポリヘキサメチレングアニジン及びその塩、特に
好ましくはポリヘキサメチレングアニジンリン酸塩が挙げられる。
【００３０】
　本発明の抗菌スプレー剤組成物において、抗菌剤は、１種単独で使用してもよく、また
２種以上を組み合わせて使用してもよい。
【００３１】
　本発明の抗菌スプレー剤組成物における抗菌剤の含有量については、使用する抗菌剤の
種類に応じて適宜設定されるが、通常０．００５～１０重量％、好ましくは０．０１～５
重量％、更に好ましくは０．０５～２重量％が挙げられる。
【００３２】
エタノール
　本発明の抗菌スプレー剤組成物は、エタノールを含有する。前述する抗菌剤とエタノー
ルを水中で共存させることにより、優れた速乾性を備えることが可能になり、更に本抗菌
スプレー剤組成物が乾く前に肌と接触しても、エタノールによって肌に清涼感を付与でき
るので、ベタツキやムレ感を生じさせることがなく、使用感を良好にすることができる。
また、エタノールは、即効性の抗菌効果を示し、前記抗菌剤は、通常、遅効性で持続的な
抗菌効果を示すので、前記抗菌剤とエタノールを併用することにより、肌着に対して抗菌
効果を瞬時且つ持続的に付与することが可能になる。
【００３３】
　本発明の抗菌スプレー剤組成物におけるエタノールの含有量については、通常５～５０
重量％、好ましくは５～３０重量％、更に好ましくは５～１５重量％が挙げられる。エタ
ノール含有量が５重量％以上を充足することにより、速乾性を高めることができる。また
、エタノール含有量が３０重量％以下、好ましくは１５重量％以下であれば、エタノール
自体の臭気を嗅知し難くして、エタノールに起因する使用時の不快臭を抑制することがで
きる。
【００３４】
　また、本発明の抗菌スプレー剤組成物に香料を添加する場合であれば、エタノール含有
量が５重量％以上を充足することにより、香料を本発明の抗菌スプレー剤組成物に可溶化
する際に、界面活性剤の添加が不要になり、界面活性剤が肌着に残留するのを抑制するこ
とが可能になる。更に、エタノール含有量が３０重量％以下、好ましくは１５重量％以下
であれば、香料による肌着への付香を良好にすることができる。
【００３５】
水
　また、本発明の抗菌スプレー剤組成物は、水を基剤として含有する。本発明の抗菌スプ
レー剤組成物における水の含有量については、特に制限されないが、例えば、４０～９４
．９９５重量％、好ましくは７０～９４．９９重量％、更に好ましくは８０～９４．５重
量％が挙げられる。
【００３６】
その他の成分
　本発明の抗菌スプレー剤組成物は、前述する成分に加えて、香料を含んでいてもよい。
香料を含有することにより、肌着に所望の芳香を付香し、使用感を向上させることができ
る。本発明の抗菌スプレー剤組成物に配合される香料は、天然香料、合成香料、半合成香
料のいずれであってもよい。本発明で使用される香料の種類については、特に制限されな
いが、例えば、炭化水素類（例えば、α－ピネン、β－ピネンおよびリモネンなど）、脂
肪族アルコール類（例えば、９－デセノール、２，６－ジメチル－２－ヘプタノール、リ
ナロール、ゲラニオール、ネロールおよびシトロネロールなど）、脂環式アルコール類（
例えば、ｌ－メントールなど）、フェノール類（例えば、アニスアルコール、オイゲノー
ルおよびイソオイゲノールなど）、芳香族アルコール類（例えば、シンナミックアルコー
ル、アニスアルコール、フェノール類など）、エーテル類（例えば、１，８－シネオール
、１，４－シネオール、アニソールおよびβ－ナフチルエチルエーテルなど）、脂肪族ア
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ルデヒド類（例えば、オクチルアルデヒド、デシルアルデヒド、シトラールおよびシトロ
ネラールなど）、脂環式アルデヒド類（例えば、２，４－ジメチル－３－シクロヘキセニ
ルカルボキシアルデヒド、イソシクロシトラールおよびリラールなど）、芳香族アルデヒ
ド類（例えば、ベンズアルデヒド、シンナミックアルデヒド、ｐ－ｔ－ブチルフェニル－
α－メチルヒドロシンナミックアルデヒド（Ｌｉｌｙ ａｌｄｅｈｙｄｅ）、α－ヘキシ
ルシンナミックアルデヒドおよびバニリンなど）、アセタール類（例えば、シトラールジ
メチルアセタールなど）、ケトン類（例えば、メントン、α－イオノン、β－イオノン、
シスジャスモンおよびメチルナフチルケトンなど）、エステル類（例えば、酢酸エステル
類、ギ酸エステル類および安息香酸エステル類など）、カルボン酸類（例えば、経皮酸な
ど）、ラクトン類（例えば、クマリンなど）、合成ムスク類（例えば、ムスコンなど）等
が挙げられる。これらの香料は、１種単独で使用してもよく、また２種以上を組み合わせ
て使用してもよい。
【００３７】
　本発明の抗菌スプレー剤組成物における香料の含有量については、使用する香料の種類
に応じて適宜設定されるが、通常０．００１～５重量％、好ましくは０．００５～２重量
％、更に好ましくは０．０１～１重量％が挙げられる。
【００３８】
　更に、本発明の抗菌スプレー剤組成物は、必要に応じて、消臭剤を含有してもよい。消
臭剤を含有することにより、肌着に消臭効果を付与することが可能になる。本発明で使用
される消臭剤としては、特に制限されないが、例えば、イネ、松、ヒノキ、笹等の植物の
抽出物；脱塩型ベタイン化合物；変性有機酸化合物；シクロデキストリンやシクロファン
等の包接化合物；両性界面活性剤系消臭剤、アミノ酸系消臭剤等の両性化合物；トリエタ
ノールアミン；安定化二酸化塩素；アルデヒド化合物等が挙げられる。これらの消臭剤は
、１種単独で使用してもよく、また２種以上を任意に組み合わせて使用してもよい。
【００３９】
　本発明の抗菌スプレー剤組成物における消臭剤の含有量については、使用する消臭剤の
種類に応じて適宜設定されるが、通常０．０１～２０重量％、好ましくは０．０１～１０
重量％、更に好ましくは０．１～５重量％が挙げられる。
【００４０】
　また、本発明の抗菌スプレー剤組成物は、本発明の効果を妨げない範囲で、前述する成
分の他に、必要に応じて、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、プロピレン
グリコールモノプロピルエーテル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、３－メ
トキシ－３－メチル－１－ブタノール、イソパラフィン系炭化水素等の溶解剤；非イオン
性界面活性剤、アニオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、両性界面活性剤等の界面
活性剤；酸化防止剤；紫外線吸収剤；シリコーン等の添加剤を適当量含有してもよい。
【００４１】
使用対象・使用方法
　本発明の抗菌スプレー剤組成物は、肌着に抗菌効果を付与する目的で使用される。本発
明の抗菌スプレー剤組成物の適用対象となる肌着の種類については、肌の上に直接着用さ
れるものである限り、特に制限されず、例えば、シャツ（Ｔシャツ、丸首シャツ、Ｕ首シ
ャツ、ランニングシャツ等）、スリップ、キャミソール、アンダーパンツ、タイツ、ショ
ーツ、ガードル、ブリーフ、トランクス、靴下、ストッキング等が挙げられる。これらの
肌着の中でも、好ましくはシャツが挙げられる。
【００４２】
　また、本発明の抗菌スプレー剤組成物の適用対象となる肌着の素材についても、特に制
限されず、綿、ポリエステル、ポリウレタン、ポリオレフィン、アクリル、アセテート、
レーヨン、麻、絹、羊毛等のいずれであってもよく、またこれらの２種以上が混用された
混繊、交織、交編等であってもよい。
【００４３】
　本発明の抗菌スプレー剤組成物は、肌着の着用前又は着用中に肌着に対して、スプレー
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備えているので、肌着の着用の際（着用直前）又は肌着の着用中に使用しても、ベタツキ
やムレ感を生じさせることなく、良好な使用感を得ることができる。
【００４４】
　また、本発明の抗菌スプレー剤組成物を噴霧する肌着の面は、表面（肌と接する面と反
対側）又は裏面（肌と接する面）のいずれであってもよいが、好ましくは表面が挙げられ
る。通常、肌着用の抗菌スプレー剤には、肌から付着した菌が存在する肌着の裏面（肌と
接する面）に十分に行きわたることが求められるが、本発明の抗菌スプレー剤組成物は、
優れた浸透性を備えているので、肌着の表面（肌と接する面と反対側）に対して噴霧して
も、肌着の反対側まで浸透でき、肌着の裏面を折り返す手間を省くことができる。
【００４５】
　本発明の抗菌スプレー剤組成物を肌着に噴霧する量については、特に制限されないが、
例えば、肌着１ｃｍ2当たり、本発明の抗菌スプレー剤組成物が１０～２０ｍｇ程度とな
るように設定すればよい。
【００４６】
　また、本発明の抗菌スプレー剤組成物を収容するスプレー容器については、特に制限さ
れないが、好ましくは、トリガースプレー容器（直圧式又は蓄圧式）、ディスペンサース
プレー容器等が挙げられる。
【実施例】
【００４７】
　以下、実施例を挙げて、本発明を説明するが、本発明はこれらの実施例に限定されるも
のではない。
【００４８】
参考試験例１：繊維上での抗菌剤の抗菌効果の評価
　表１に示す各抗菌剤を、滅菌水で表１に示す所定の濃度に希釈した抗菌剤水溶液を調製
した。また、抗菌試験用標準布（綿布）を４ｃｍ×４ｃｍにカットし、エチレンオキサイ
ドガスにて滅菌した。この抗菌試験用標準布１枚に、前記抗菌剤水溶液１５０μｌを滴下
し、アルミ箔で全体を覆った状態にしてクリーンベンチ内で１７時間静置し、乾燥させた
。別途、細菌の生菌数測定用培地（ＳＣＤＬＰ寒天培地）にて前培養（３５℃、１８～２
４時間）した黄色ブドウ球菌の１白金耳を、ニュートリエントブロス培地（ＮＢ培地）７
ｍＬに懸濁し、菌液を調製した。前記で菌液を滴下した後に乾燥させた抗菌試験用標準布
を５０ｍｌ容のコニカルチューブに収容し、その布に前記菌液を１０μｌを滴下し、１０
分間室温にて静置した。その後、コニカルチューブに細菌の生菌数測定用培地（ＬＰ液体
培地）１０ｍｌを添加し、ボルテックスにて十分に混合した後に、残存している菌数をＳ
ＣＤＬＰ寒天培地にて段階希釈して培養（３５℃、１８時間）することにより計測した。
【００４９】
　各抗菌剤の抗菌効果については、以下の判定基準に従って評価した。
（抗菌効果の判定基準）
◎：コントロールで検出された菌数の０．０１％未満である。
○：コントロールで検出された菌数の０．０１％以上０．１％未満である。
△：コントロールで検出された菌数の０．１％以上である。
【００５０】
　得られた結果を表１に示す。この結果から、いずれの抗菌剤でも、繊維上で抗菌効果を
発揮できていたが、とりわけポリヘキサメチレングアニジンリン酸塩及び塩化アルキルジ
メチルベンジルアンモニウムは繊維上での抗菌効果が格段に優れていることが明らかとな
った。
【００５１】
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【表１】

【００５２】
参考試験例２：肌から付着する菌に対して、繊維上での抗菌剤の抗菌効果の評価
　表２に示す各抗菌剤を、リン酸緩衝液（ＰＢＳ）で表２に示す所定の濃度に希釈した抗
菌剤水溶液を調製した。また、３ｃｍ×３ｃｍの綿布をエチレンオキサイドガスにて滅菌
した。この綿布１枚に、前記抗菌剤水溶液１５０μｌを含浸させ、室温で１時間静置した
。その後、各綿布をサージカルテープにて２８歳の男性の胸部に直接貼り付けて、８時間
日常生活を行わせた後、各綿布を回収した。回収した各綿布を５０ｍｌ容のコニカルチュ
ーブに収容し、その中に細菌の生菌数測定用培地（ＬＰ液体培地）１０ｍｌを添加し、ボ
ルテックスにて十分に混合した後に、段階希釈してＳＣＤＬＰ寒天培地にて培養（３５℃
、１８時間）することにより、綿布に付着していた菌数を計測した。計測した菌数から、
コントロールで認められた生菌数を各条件で処理した場合に認められた生菌数で割った値
を、対数で表すことによって静菌活性値を算出した。なお、本試験は、Ｎ＝２にて実施し
た。
【００５３】
　得られた結果を表２に示す。この結果から、ポリヘキサメチレングアニジンリン酸塩及
びポリヘキサメチレングアニジンを使用した場合では、検出された菌数が０であったこと
から、これらの抗菌剤は、汗や皮脂の影響を受けても、肌から付着する菌に対して繊維上
で格段優れた抗菌効果を発揮できることが明らかとなった。
【００５４】
【表２】

【００５５】
試験例１：体表面に接触させた際の抗菌効果の評価（１）
　表３に示す組成の抗菌溶液（実施例１）を調製した。また、加熱殺菌処理した３ｃｍ×
３ｃｍの綿布２枚を準備し、その一方に前記抗菌溶液１５０μｌを滴下し、室温にて約１
時間乾燥させて抗菌処理綿布を調製した。次いで、抗菌処理綿布と無処理の綿布を、サー
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ジカルテープにて２８歳の男性の足裏のつま先部に直接貼り付けて、その上に靴下を履い
た状態で８時間日常生活を行わせた後、各綿布を回収した。回収した各綿布を５０ｍｌ容
のコニカルチューブに収容し、その中にＬＰ液体培地１０ｍｌを添加し、ボルテックスに
て十分に混合することにより回収液を得た。回収液を段階希釈してＳＣＤＬＰ寒天培地に
て培養（３５℃、１８時間）することにより、回収液中の菌濃度を計測した。
【００５６】
【表３】

【００５７】
　得られた結果を図１に示す。この結果から、実施例１の抗菌溶液は、高い抗菌効果が認
められ、日常生活による汗や皮脂の影響を受けても、肌から付着する菌に対して繊維上で
格段優れた抗菌効果を発揮できることが明らかとなった。
【００５８】
試験例２：体表面に接触させた際の抗菌効果の評価（２）
　加熱殺菌処理した３ｃｍ×３ｃｍの綿布１０枚を準備し、その内の１０枚に対して、前
記試験例１に示す実施例１の抗菌溶液１５０μｌを滴下し、室温にて約１時間乾燥させて
抗菌処理綿布を調製した。次いで、抗菌処理綿布４枚と無処理の綿布４枚をサージカルテ
ープにて２８歳の男性の足裏のつま先部に直接貼り付け、その上に靴下を履いた状態で８
時間日常生活を行わせ、２、４、６及び８時間毎に、抗菌処理綿布と無処理の綿布の各１
枚を足裏から外して回収した。回収した各綿布を５０ｍｌ容のコニカルチューブに収容し
、その中に前記菌液を１０μｌ入れ、１０分間室温にて静置した。その後、コニカルチュ
ーブにＬＰ液体培地１０ｍｌを添加し、ボルテックスにて十分に混合することにより回収
液を得た。回収液を段階希釈してＳＣＤＬＰ寒天培地にて培養（３５℃、１８時間）し、
形成されたコロニーを観察した。なお、抗菌処理綿布と無処理の綿布の各１枚は、開始時
（０時間）サンプルとして、足裏に貼り付けずに、そのまま菌数の計測に供した。
【００５９】
　ＳＣＤＬＰ寒天培地上で形成されたコロニーを観察した結果を図２に示す。図２から分
かるように、無処理の綿布では、時間が経過すると共に、菌の付着が認められたが、抗菌
処理綿布では、試験開始後４時間までは殆ど菌の付着が認められず、試験開始後８時間で
も菌の付着を十分に抑制できていることが明らかとなった。この結果から、実施例１の抗
菌溶液は、日常生活による汗や皮脂の影響を受ける条件でも、少なくとも８時間程度は十
分な抗菌効果を保持できていることが確認できた。
【００６０】
試験例３：体表面から付着した菌に対する抗菌効果の評価
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　加熱殺菌処理した３ｃｍ×３ｃｍの綿布２０枚を準備した。綿布２枚をサージカルテー
プにて各被験者（男性５名、女性５名、計１０名、平均年齢３０歳）の足裏のつま先部に
直接貼り付け、その上に靴下を履いた状態で８時間日常生活を行わせた後に、各綿布を回
収した。回収された２枚の綿布の内、一方は前記試験例１に示す実施例１の抗菌溶液３０
０μｌを添加したコニカルチューブに入れ、他方はコントロールとして細菌の生菌数測定
用培地（ＬＰ液体培地）３００μｌを添加したコニカルチューブに入れて、室温で２０分
間静置した。次いで、各コニカルチューブの中にＬＰ液体培地１０ｍｌを添加し、ボルテ
ックスにて十分に混合することにより回収液を得た。回収液を段階希釈してＳＣＤＬＰ寒
天培地にて培養（３５℃、１８時間）することにより、回収液中の菌濃度を計測した。計
測した菌数から、コントロールで認められた生菌数を実施例１の抗菌溶液で処理した場合
に認められた生菌数で割った値を、対数で表すことによって静菌活性値を算出した。
【００６１】
　得られた結果を表４に示す。この結果から、いずれの被験者でも、実施例１の抗菌溶液
は、静菌活性値が２を超えており、皮膚から付着した菌に対して優れた抗菌効果を示すこ
とが確認された。
【００６２】
【表４】

【００６３】
試験例４：速乾性の評価
　表５に示す抗菌溶液を調製した。また、別途、５ｃｍ×５ｃｍの綿布をシャーレの上に
おいて重量を測定した。次いで、表５に示す各抗菌溶液５００μｌをシャーレ上の綿布に
滴下し、３０分間室温にて静置し、重量変化を経時的に観察した。
【００６４】
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【表５】

【００６５】
　得られた結果を図３に示す。なお、図３には、各抗菌溶液滴下直後の重量を０ｇとした
場合の経時的な重量変化を示す。この結果から、エタノールを含有することによって、抗
菌溶液に速乾性を備えさせることができ、エタノール含有量が増える程、乾燥速度が高ま
ることが明らかとなった。
【００６６】
試験例５：浸透性の評価
　前記試験例５に示す実施例１～３の抗菌溶液を、トリガースプレー容器（直圧式）に収
容し、綿製、絹製、アセテート製、ポリエチレンテレフタレート製の４種の未着用の状態
の肌着の表面に噴霧し、肌着の裏面への抗菌溶液の浸透の程度を目視にて評価した。
【００６７】
　その結果、いずれの素材の肌着でも、噴霧から２秒以内に裏面まで浸透することが確認
され、実施例１～３の抗菌溶液は、肌着における浸透性に優れていることが確認された。
【００６８】
試験例６：使用感の評価
　未着用の状態のＵ首シャツ（綿製）の脇部、胸部、及び背部の表面に対して、前記試験
例５に示す実施例１の抗菌溶液をトリガースプレー容器（直圧式）を用いて噴霧し、その
直後にＵ首シャツを着用し、Ｕ首シャツの着用感について評価した。その結果、着用直後
は、抗菌液が肌に接する感じがしたが、清涼感を感じられ、直ぐに乾燥して、ベタツキや
ムレ感を感じることが無かった。また、着用後には、Ｕ首シャツから心地よい香気が感じ
られた。
【００６９】
　また、Ｕ首シャツ（綿製）を着用した状態で、脇部、胸部、及び背部の表面に対して、
前記試験例５に示す実施例１の抗菌溶液をトリガースプレー容器（直圧式）を用いて噴霧
し、Ｕ首シャツの着用感について評価した。その結果、抗菌液の噴霧後に、抗菌液が肌に
接する感じがしたが、清涼感を感じられ、直ぐに乾燥して、ベタツキやムレ感を感じるこ
とが無かった。また、抗菌液の噴霧後には、Ｕ首シャツから心地よい香気が感じられた。
【００７０】
試験例７：エタノール臭・香気の残留性の評価
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　表６に示す抗菌溶液を調製し、エタノール臭と香気の残留性について、以下の方法に従
って評価した。
【００７１】
【表６】

【００７２】
＜エタノール臭の評価＞
　トリガースプレー容器（直圧式）を用いて、各抗菌溶液をＴシャツの首部、脇部、胸部
、及び腹部に、１カ所につき１回スプレーした（スプレー１回当たり６００μｌの抗菌溶
液を噴霧）。スプレーした後に、エタノール臭の程度を下記判定基準に従って評点化した
。なお、エタノール臭の程度の判定は、８名のパネラーにより行った。
（エタノール臭の程度の判定基準）
１：全く気にならない。
２：あまり気にならない。
３：どちらともいえない。
４：やや気になる。
５：気になる。
【００７３】
＜香気の残留性の評価＞
　トリガースプレー容器（直圧式）を用いて、各抗菌溶液０．６ｍｌを２．５ｃｍ×２．
５ｃｍの綿布に噴霧し、室温で６時間静置した。その後、綿布に残留している香料に由来
する香気を下記判定基準Ａ及びＢに従って評点化した。なお、香気の残留性の判定は、８
名のパネラーにより行った。
（香気の残留性の判定基準Ａ）
１：香気が感じられる。
２：香気がやや感じられる
３：どちらともいえない。
４：香気があまり感じられない。
５：香気が感じられない。
（香気の残留性の判定基準Ｂ）
　比較例１の抗菌溶液を使用した場合の香料に由来する香気の残留レベルを１００、全く
香気が感じされないレベルと０として、各抗菌液の噴霧６時間後の綿布について香気の残
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【００７４】
　得られた結果を表７に示す。この結果から、エタノールの含有量が３０重量％以下であ
れば、嗅知されるエタノール臭を抑制できており、実用上問題ないレベルであることが確
認された。また、エタノール含有量が増える程、香料に由来する香気が減少する傾向が認
められたが、エタノール含有量３０重量％以下であれば、６時間後でも香気を十分に保持
できており、良好な付香効果が得られることが明らかとなった。
【００７５】
【表７】

【図１】 【図２】
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